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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月27日(2018.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造：
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【化１】

（式中、Ｘはリン酸ジエステル連結であり；Ｎmの各Ｎはデオキシアデノシン（Ａ）であ
り；ｍは２であり；Ｙはリン酸ジエステル連結であり；且つＭＯは５’－ＣSＡSＡSＵSＧ

SＣSＵSＧSＣSＡSＡＡＣSＡSＡSＵSＧSＣSＵSＧSＣSＡS－３’（配列番号７）であり、添
字「Ｓ」が後ろに付く各ヌクレオシドはＳ－ｃＥｔヌクレオシドであり、後ろに添字が付
かない各ヌクレオシドはデオキシヌクレオシドであり、且つ２つのＳ－ｃＥｔヌクレオシ
ド間の各ヌクレオシド間結合がホスホロチオエート連結であり、及び残りのヌクレオシド
間結合がリン酸ジエステル連結であり；ＹがＭＯの３’末端に連結している）
を含む化合物、又はその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　構造：
【化２】

を有する化合物。
【請求項３】
　請求項１に記載の化合物と薬学的に許容されるキャリアとを含む医薬組成物。
【請求項４】
　水性組成物である、請求項３に記載の医薬組成物。
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【請求項５】
　凍結乾燥組成物である、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　請求項２に記載の化合物と薬学的に許容されるキャリアとを含む医薬組成物。
【請求項７】
　水性組成物である、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　凍結乾燥組成物である、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　構造：
【化３】

（式中、Ｘはリン酸ジエステル連結であり；Ｎmの各Ｎはデオキシアデノシン（Ａ）であ
り；ｍは２であり；Ｙはリン酸ジエステル連結であり；且つＭＯは５’－ＣSＡSＡSＵSＧ

SＣSＵSＧSＣSＡSＡＡＣSＡSＡSＵSＧSＣSＵSＧSＣSＡS－３’であり、添字「Ｓ」が後ろ
に付く各ヌクレオシドはＳ－ｃＥｔヌクレオシドであり、後ろに添字が付かない各ヌクレ
オシドはデオキシヌクレオシドであり、且つ２つのＳ－ｃＥｔヌクレオシド間の各ヌクレ
オシド間結合がホスホロチオエート連結であり、及び残りのヌクレオシド間結合がリン酸
ジエステル連結であり；ＹがＭＯの３’末端に連結している）
を含む化合物の、
　被検体の少なくとも１つの代謝障害を処置する又は被検体の少なくとも１つの代謝障害
の発症を予防し、若しくは遅延させるための医薬の製造における、使用。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの代謝障害が、前糖尿病、糖尿病、メタボリックシンドローム、肥
満、糖尿病性異脂肪血症、高脂質血症、高血圧症、高トリグリセリド血症、高脂肪酸血症
、高コレステロール血症、及び高インスリン血症のうちから選択される、請求項９に記載
の使用。
【請求項１１】
　前記糖尿病が、２型糖尿病である、請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
　前記被検体が、脂肪肝疾患を有する、請求項９に記載の使用。
【請求項１３】
　前記脂肪肝疾患が、非アルコール性脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、アルコール性脂肪肝疾
患、アルコール性脂肪性肝炎、及び非アルコール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）から選択され
る、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
　前記被検体が、非アルコール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）を有する、請求項１２に記載の
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使用。
【請求項１５】
　前記被検体が、２型糖尿病を有する、請求項１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記化合物が、医薬組成物中に含まれる、請求項９に記載の使用。
【請求項１７】
　前記医薬組成物が、薬学的に許容されるキャリアを含む、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　前記医薬組成物が、水性組成物である、請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　前記化合物が、医薬組成物中に含まれる、請求項１５に記載の使用。
【請求項２０】
　前記医薬組成物が、薬学的に許容されるキャリアを含む、請求項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　前記医薬組成物が、水性組成物である、請求項２０に記載の使用。
【請求項２２】
　構造：
【化４】

を有する化合物の、
　被検体の少なくとも１つの代謝障害を処置する又は被検体の少なくとも１つの代謝障害
の発症を予防し、若しくは遅延させるための医薬の製造における、使用。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの代謝障害が、前糖尿病、糖尿病、メタボリックシンドローム、肥
満、糖尿病性異脂肪血症、高脂質血症、高血圧症、高トリグリセリド血症、高脂肪酸血症
、高コレステロール血症、及び高インスリン血症のうちから選択される、請求項２２に記
載の使用。
【請求項２４】
　前記糖尿病が、２型糖尿病である、請求項２３に記載の使用。
【請求項２５】
　前記被検体が、脂肪肝疾患を有する、請求項２２に記載の使用。
【請求項２６】
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　前記脂肪肝疾患が、非アルコール性脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）、アルコール性脂肪肝疾
患、アルコール性脂肪性肝炎、及び非アルコール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）から選択され
る、請求項２５に記載の使用。
【請求項２７】
　前記被検体が、非アルコール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ）を有する、請求項２５に記載の
使用。
【請求項２８】
　前記被検体が、２型糖尿病を有する、請求項２７に記載の使用。
【請求項２９】
　前記化合物が、医薬組成物中に含まれる、請求項２４に記載の使用。
【請求項３０】
　前記医薬組成物が、薬学的に許容されるキャリアを含む、請求項２９に記載の使用。
【請求項３１】
　前記医薬組成物が、水性組成物である、請求項３０に記載の使用。
【請求項３２】
　前記化合物が、医薬組成物中に含まれる、請求項２８に記載の使用。
【請求項３３】
　前記医薬組成物が、薬学的に許容されるキャリアを含む、請求項３２に記載の使用。
【請求項３４】
　前記医薬組成物が、水性組成物である、請求項３３に記載の使用。
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